























研究を進めているジエチニルピレンを用いることとした。図 1の 1 は、水中にてメチ
ル化-シクロデキストリン (PM -CD) と 1:2 の包接錯体を形成することが分かった。
この 1:2 包接錯体をストッパー 2 とのエステルアミド交換反応に供し、ロタキサン 3 
を得た（図 2）。 
論 文 内 容 の 要 旨
 ロタキサン 3 の水溶液に高圧水銀灯の光を連続的に照射し、吸収スペクトルの経時
変化を追跡することで光安定性を調査した（図 3）。比較対象として、CD による包接
以外に構造の差異が無い非包接型ジエチニルピレン 4 を用いた。光照射下、4 では最
大吸収波長である 388 nm の強度が速やかに減少し、半減期は約 2 時間であった。こ







素補足剤である DPBF (1,3-diphenylisobenzofuran) を用いて一重項酸素の生成効率を見
積もった。DPBF は一重項酸素と速やかに反応し消失するため、DPBF 濃度の経時変化
を観測することで一重項酸素の発生を追跡できる。3 および 4 の DPBF 混合溶液に励
起光を照射し続けたところ、DPBF 濃度の減少速度は両溶液においてほぼ同じであり、





















射を要するが (max = 388 nm)、これは細胞毒性や透過性などの点から好ましくない。ま
た紫外領域のレーザー光源は汎用されていないために利便性にも劣る。そこで新たに、
可視光で励起可能なロタキサン型蛍光色素として、共役系にフェニル基を挿入したビス
（フェニルエチニル）ピレン 5 を合成した（図 5）。5  と PM -CD との 1:2 包接錯
体にストッパー分子 6 を反応させ、[3]ロタキサン 7 へと誘導した。紫外可視吸収スペ
クトルを測定したところ、7 は可視光で励起可能であることが分かった（max = 412 nm）。
またストッパーはアジド基を備えており、Huisgen 反応を施すことで様々な置換基を導
入できる。タンパクの持つアミノ基を基点として蛍光標識を行うべくスクシンイミジル
エステルを導入し、ロタキサン型蛍光標識剤 8 を得た。8 を用いてウシ血清アルブミ
ン (BSA) を蛍光標識し、SDS-PAGE により確認した（図 6）。光安定性の評価にあたっ
て比較対照とするため、バイオイメージングに汎用されるフルオレセインを用いて同様
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3 (a) および 4 (b) に高圧水銀灯の光を照射し続けた際の吸収スペクトルの経
時変化 
[3] = [4] = 20 M in H2O/MeOH = 6:4, 25 °C 












































[3] = [4] = 20 M, [DPBF] = 60 M in H2O/DMSO = 2:3, 25 °C 
図 4.   
SDS-PAGE 
8 を BSA と共に緩衝液中で 24 時間、室温で撹拌した後に泳動した。 
Coomassie brilliant blue 染色 (a)、励起光照射 (ex = 365 nm, b) により可視化した。 
Lane 1: molecular weight markers; Lane 2: BSA; Lane 3: BSA labeled with 8 
図 6.   
図 7.   
